
里山林を背景に池、田、
湿地と繋がる風景です
大学生による植生学の
課外授業の風景です

　あさひ・いのちの森は、2007年に当社関連敷地内に作ら
れた約1万㎡の緑地です。富士市沿岸部の原風景再生を目指
して樹種を選定し、高低差や水辺のある複雑な地形を作りこ
み、森を育ててきました。現在は自然林、里山林、草地、湿地、
田、流れ・池それぞれに特徴的な植生が再生し、昆虫類や動
物たちも自然に入り込み、生物多様性を育むエコトープとな
りました。
　この森は子どもたちが自然と触れ合うイベントや社員教育
等、環境学習の場として活用されています。また恒例となっ
ているホタル祭りの開催など、地域や社会に開く活動を進め
ています。15年以上にわたる植生調査結果の対外発表などに
も取り組んでいます。2020年からは、地域植生の改善にむけ
た大学機関との産学共同研究などにも取り組んでいます。

原風景の再生を目指した森づくり
生物多様性を育み地域貢献を実現

Superlative Stage

◆旭化成富士支社 操業：
1958 年 ◆旭化成ホー
ムズ住宅総合技術研究
所あさひ・いのちの森 
操業：2007年  
◆敷地面積: 562,109m2 
◆緑地全体:67,020m2

あさひ・いのちの森：
10,234m2 

◇静岡県富士市鮫島２番地の１

旭化成株式会社 / 旭化成ホームズ株式会社
あさひ・いのちの森
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